
市政に対する　一 般 質 問

健
康
文
化
都
市
建
設
に
は

ソ
フ
ト
戦
略
が
必
要

行
政
の
す
べ
て
の
分
野
を
文
化
的
視

点
か
ら
見
直
し
、
自
己
革
新
を
達
成
し
、

市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
「
行
政
の
文

化
化
」
が
必
要
で
は
な
い
か
。

行
政
の
文
化
化
は
、
質
的
な
価

値
に
重
き
を
置
い
て
展
開
す
る
こ

と
。
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

彫
刻
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
政

策
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
自

己
評
価
、
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
等
、
着
実
に
進
ん
で
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
民
力
の
向
上
に
向
け
、パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
5
0
0
人
会
議
の
方
た
ち
を
含
め

た
社
会
関
係
資
本
を
構
築
す
べ
き
で
は
。

こ
の
方
た
ち
は
高
い
意
識
を

持
っ
て
お
ら
れ
、
今
後
も
得
意
と
さ

れ
る
分
野
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
、
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

確
信
し
て
い
る
。

健
康
文
化
都
市
の
姿
を「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
が
必
要
で
、
総
合
計
画
は
行
政

事
務
・
事
業
を
中
心
と
し
た
「
C
I
戦
略
」

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

総
合
計
画
は
、
C
I
戦
略
と
重

な
る
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
も
の
で

は
な
い
。
本
市
の
C
I
は
、
市
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
袋
井
ら
し
さ

や
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
。
本
市
の
良
い
と
こ
ろ

を
磨
き
上
げ
る
活
動
を
、
C
I
戦
略

と
し
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
わ

る
よ
う
努
め
た
い
。

廣
岡 

英
一 

議
員

新
総
合
計
画
で
の

財
政
負
担
軽
減
の
視
点
は

将
来
の
財
政
負
担
軽
減
の
視
点
か

ら
、
公
共
施
設
の
統
合
や
既
存
事
業
の
見

直
し
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

現
状
把
握
の
た
め
、
公
共
施
設

白
書
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

維
持
管
理
費
・
運
営
費
用
の
抑
制
に

は
、
統
合
や
複
合
化
に
よ
る
総
量
削

減
が
必
要
と
考
え
る
。

袋
井
市
の
公
共
交
通

今
後
の
取
り
組
み
は

自
主
運
行
バ
ス
・
地
域
協
働
運
行
バ

ス
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

路
線
バ
ス
・
自
主
運
行
バ
ス
・

地
域
協
働
運
行
バ
ス
に
加
え
、
今
後

は
利
用
者
が
事
前
に
予
約
す
る
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
（
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
）
や
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
補

助
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
市
民
が
利

用
し
や
す
い
公
共
交
通
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

営
農
用
太
陽
光
発
電
施
設
の

安
全
対
策
は

農
地
の
一
時
転
用
に
よ
る
営
農
用
発

電
設
備
設
置
は
、
撤
去
を
前
提
と
し
て
お

り
安
全
基
準
が
な
い
。
近
年
、
突
風
等
の

異
常
気
象
も
発
生
し
て
い
る
が
、
安
全
対

策
は
ど
う
か
。

設
備
の
設
置
申
請
者
に
対
し
て

は
、
地
域
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

風
対
策
な
ど
の
安
全
・
安
心
に
強
く

注
意
を
促
し
て
い
き
た
い
。
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パートナーシップ500人会議 みちとみずとみどりの部会

田に設置された太陽光発電システム（姫路市）

4市議会だより


